
水道の現状と  課題を 知ろう「 　    　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   」 Vo l.4巻頭

市の現状を知り 、 安全・ 安心な水道を維持し ていけるよう 、

皆さ んで考えていき まし ょ う 。

令和３ 年１ 月号から 、「 水道の現状と 課題」 を連載し てき まし た。

7・ ８ 月号では、 拡大版をお届けし ます。
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収益的収支と 当期純利益図1
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■水道事業収益

■水道事業費用

　 当期純利益

Ｈ 28

882 ,570

812 ,674

69 ,896
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収
益
的
収
支
と
当
期
純
利
益
の
推
移

　

直
近
４
年
間
の
水
道
事
業
収
益
と

費
用
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、

費
用
よ
り
収
益
の
減
少
の
額
が
大
き

い
た
め
、
当
期
純
利
益
も
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
。
収
益
減
少
の
主
な
要

因
は
、
給
水
収
益
と
他
会
計
補
助
金

の
減
少
に
よ
る
も
の
で
す
。
費
用
増

加
の
主
な
要
因
は
、
漏
水
修
繕
な
ど

の
修
繕
費
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
施

設
整
備
に
か
か
る
減
価
償
却
費
の
増

加
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
、
収
益
・
費
用
と

も
に
前
年
度
か
ら
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
費
用
の
増
加
で
増
え
た
赤
字
を

補
て
ん
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら

繰
り
入
れ
る
補
助
金
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。
（
図
1
参
照
）

資
本
的
収
支
と
不
足
額
の
推
移

　

平
成
28

・
29

年
度
を
比
較
す
る
と

資
本
的
収
入
と
支
出
は
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
支
出
よ
り
収
入
の
減
少
の

額
が
大
き
い
た
め
、
不
足
額
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
横
ば
い

の
傾
向
に
あ
る
た
め
、
不
足
額
も
横

ば
い
が
続
き
ま
す
。

　

収
入
の
多
く
は
企
業
債
借
入
で

す
。
平
成
29

年
度
に
事
業
を
抑
制
し

た
こ
と
に
伴
い
、
企
業
債
借
入
も
抑

制
し
た
こ
と
で
、
収
入
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
以
降
も
継
続
し
て
抑

制
し
て
い
る
た
め
、
資
本
的
収
入
も

横
ば
い
が
続
き
ま
す
。

　

支
出
は
、
施
設
の
更
新
や
管
路
の

拡
張
改
良
工
事
な
ど
の
建
設
改
良
費

と
企
業
債
償
還
金
で
す
。
平
成
29

年

度
に
建
設
改
良
費
が
減
少
し
た
こ
と

で
支
出
は
減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

以
降
は
建
設
改
良
費
・
企
業
債
償
還

金
と
も
に
横
ば
い
で
あ
る
た
め
、
資

本
的
支
出
も
横
ば
い
が
続
き
ま
す
。

　

企
業
債
残
高
を
減
ら
す
た
め
に
企

業
債
借
入
を
抑
制
す
る
と
収
入
が
減

少
す
る
た
め
、
資
本
的
収
支
の
不
足

額
が
増
加
し
、
そ
の
額
は
毎
年
３
億

円
以
上
に
上
り
ま
す
。
こ
の
資
本
的

収
支
の
不
足
額
は
、
内
部
留
保
資
金

で
補
て
ん
し
ま
す
。
（
図
2
参
照
）

当
期
純
利
益
と
内
部
留
保
資
金
の
推
移

　

収
益
的
収
支
で
当
期
純
利
益
が
減

少
す
る
こ
と
で
、
内
部
留
保
資
金
へ

繰
り
入
れ
さ
れ
る
資
金
も
減
少
し
ま

す
。
ま
た
、
資
本
的
収
支
の
不
足
を

補
て
ん
す
る
額
が
収
益
的
収
支
か
ら

繰
り
入
れ
さ
れ
る
額
を
大
き
く
上
回

る
た
め
、
内
部
留
保
資
金
も
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

　

内
部
留
保
資
金
は
施
設
整
備
の
費

用
や
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
施
設
整

備
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
元
金
返
済

の
財
源
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
今
後

多
く
の
水
道
施
設
が
更
新
時
期
を
迎

え
る
た
め
、
将
来
に
向
け
て
内
部
留

保
資
金
を
蓄
え
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
（
図
3
参
照
）

資本的収支と 不足額図2
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■資本的収入

■資本的支出

　 不足額

Ｈ 28

356 ,962

689 ,722
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水道のよく ある質問

水道の現状と 課題を 知ろう

巻頭

問上下水道課

☎０５８－３２３－７７６０

検針票（ 水道・ 下水道使用水量と 料金

のお知ら せ）について教えてく ださ い

検針票（ 水道・ 下水道使用水量と 料金の

お知ら せ）には使用し た水量や請求金額

が記載さ れています。口座振替の人には

検針票に口座振替のお知らせも 掲載し て

います。

また、漏水し ている可能性がある場合や、

以前に比べて使用水量が多いなどの場

合は、検針時にお知らせしています。

A

給
水
原
価
と
供
給
単
価
の
推
移

　
給
水
原
価
は
、
有
収
水
量
１
立
米

あ
た
り
に
か
か
っ
た
費
用
の
こ
と
で
、
水

の
製
造
単
価
を
表
し
ま
す
。

　
供
給
単
価
は
、
有
収
水
量
１
立
米

あ
た
り
に
得
ら
れ
た
収
益
の
こ
と
で
、

水
の
販
売
単
価
を
表
し
ま
す
。

　
グ
ラ
フ
で
給
水
原
価
と
供
給
単
価

を
比
較
す
る
と
、
給
水
原
価
が
供
給
単

価
を
大
き
く
上
回
り
、
給
水
原
価
、
供

給
単
価
と
も
に
直
近
４
年
間
で
横
ば

給
水
人
口
と
有
収
水
量
の
推
移

　
給
水
人
口
と
は
、
給
水
区
域
内
で
給

水
を
受
け
て
い
る
人
口
の
こ
と
で
、
直

近
４
年
間
の
給
水
人
口
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
全
国
的
に
人
口
減

少
社
会
で
あ
り
、
市
の
行
政
区
域
内
人

口
も
同
様
に
減
少
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
今
後
も
給
水
人
口
の
減
少
傾
向
が

続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 

有
収
水
量
と
は
、
供
給
し
た
給
水
量

の
う
ち
、
料
金
収
入
と
な
っ
た
水
量
の

こ
と
で
す
。
有
収
水
量
も
給
水
人
口
の

減
少
に
伴
い
減
少
が
予
想
さ
れ
、
更
に

は
、
近
年
の
長
引
く
景
気
の
低
迷
、
節

水
機
器
の
普
及
に
よ
り
今
後
も
こ
の

傾
向
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

（
図
4
参
照
）

い
の
状
況
が
続
き
ま
す
。
給
水
原
価
は

水
の
製
造
に
必
要
な
固
定
費
で
あ
る

た
め
、
今
後
も
横
ば
い
と
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　
公
営
企
業
会
計
の
原
則
で
あ
る
独

立
採
算
の
観
点
か
ら
す
る
と
、
供
給
単

価
が
給
水
原
価
を
上
回
っ
て
い
る
必
要

が
あ
る
と
い
え
、
供
給
単
価
を
引
き
上

げ
る
対
策
が
必
要
で
す
。
費
用
を
収
益

で
賄
う
こ
と
が
で
き
る
と
、
減
少
傾
向

に
あ
る
給
水
収
益
も
上
昇
し
、
当
期
純

利
益
を
確
保
で
き
、
内
部
留
保
資
金
を

蓄
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
図
5
参
照
）

　

Q

道路が濡れて いる など 、漏水を 発見

し たら どう し たら いいですか

次のよう な状況を 発見し た場合は、下記

まで通報をお願いします。

▷ 晴れた日で、いつも乾いている道路に水

が染み出している。

▷ 道路上の水道管の円形弁蓋、消火栓

の蓋から水が溢れ出ている。

※通報の際は、現地の住所や目印となる

建物など 、漏水場所の詳細を 教えてく だ

さ い。

A

Q

水道料金はなぜ２カ 月に１ 回の請求な

のですか

水道料金を計算し 、また漏水などをチェッ

クするためのメ ータ ー検針、およびこれに

基づく 料金の請求には、１ 回ごとに人件費

や郵送料などの経費がかかります。検針

回数を２カ月に１ 回とすることにより、経費

を節減することができます。

A

Q

水道水がぬるく な ると き がある のは

なぜですか

夏場の暑い時期は、熱により 水道管が温

められ、水がぬるく なることがあります。

浄水場から 離れるほど 、水が滞留するほ

どその傾向が強く 表れます。蛇口から水を

一定時間流し 、水が循環すると 解消さ れ

ることがあります。

末端の場合は水の動きが鈍いため、解消

さ れるまで時間はかかりますが、水質に問

題はありません。

A

Q
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給水人口と 有収水量図4
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■有収水量

　 給水人口

Ｈ 28
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給水原価と 供給単価

給
水
原
価
・
供
給
単
価
（
円
）

■給水原価

■供給単価

Ｈ 2 8

1 95 .0 7

1 02 .6 1
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